
清川村防衛議員連盟発足

の
発
足
に
伴
う
総
会
に
参

（
木
）、
清
川
村
防
衛
議
員

佐
）
は
、
１
１
月
２
０
日

加
し
た
。

総
会
で
は
、
清
川
村
防

「
こ
の
連
盟
の
目
的
は
、
清

川
村
民
の
自
衛
隊
に
対
す

た
め
の
架
け
橋
と
な
る
こ

と
。
連
盟
発
足
に
よ
っ
て
、

自
衛
隊
の
印
象
が
薄
い
地

（
本
部
長　

髙
田　

充
１
海

連
盟
（
神
奈
川
県
愛
甲
郡
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衛
議
員
連
盟
会
長
か
ら
、

る
理
解
を
よ
り
深
く
す
る

域
に
も
理
解
を
賜
る
こ
と

募集相談員の部隊研修を支援

野外炊具で調理された食事を

レーダーサイト研修

相
談
員
会
合
同
に
よ
る
部
隊
研
修
を
支
援
し
た
。

（
金
）、
横
浜
上
大
岡
募
集
相
談
員
会
及
び
市
ヶ
尾
募
集

小
澤
３
陸
佐
）
は
、
１
１
月
２
０
日
（
木
）・
２
１
日

研
修
者
は
、
陸
上
自
衛
隊
需
品
学
校
（
松
戸
駐
屯
地
）

及
び
航
空
自
衛
隊
第
４
４
警
戒
隊
（
峯
岡
山
分
屯
基
地
）

を
見
学
し
た
。
特
に
、
野
外
炊
具
の
高
い
機
能
性
に
感

心
す
る
と
と
も
に
、
実
際
に
調
理
さ
れ
た
食
事
を
昼
食

と
し
て
喫
食
し
て
、
そ
の
お
い
し
さ
に
驚
い
て
い
た
。

研
修
者
は
、「
自
衛
隊
の
行
動
に
不
可
欠
な
後
方
支

上
大
岡
募
集
案
内
所
は
、「
今
後
も
、
引
き
続
き
募

て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
語
っ
て
い
た
。

を
訪
れ
、
野
外
炊
具
に
よ
る
調
理
や
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト

援
の
重
要
性
や
経
空
脅
威
に
対
す
る
警
戒
態
勢
に
つ
い

支
援
を
得
て
、
１
１
月
２
２
日
（
土
）、「
山
北
産
業
ま
つ
り
」

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
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方
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力
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上
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田
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林

１
陸
尉
）
は
、
自
衛
隊
募
集
相
談
員
及
び
自
衛
隊
協
力
会
の

り
」（
松
田
町
）
に
広
報
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
広
報
活
動
を

行
っ
た
。

「
山
北
産
業
ま
つ
り
」
で
は
、
例
年
、
富
士
学
校
音
楽
隊

広
報
し
て
い
る
。
ま
た
、「
ま
つ
だ
産
業
ま
つ
り
」
は
、
昨

年
か
ら
参
加
し
て
お
り
、
今
年
は
、
第
１
高
射
特
科
大
隊
の

装
備
品
を
展
示
し
た
。
両
イ
ベ
ン
ト
と
も
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、

「
山
北
産
業
ま
つ
り
」
は
約
８
，
５
０
０
人
、「
ま
つ
だ
産
業

広
報
ブ
ー
ス
に
も
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
た
。

の
支
援
を
得
て
山
北
町
の
方
々
に
音
楽
で
自
衛
隊
の
魅
力
を

ま
つ
り
」
は
約
７
，
０
０
０
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
を
み
せ
、

（
山
北
町
）
及
び
１
１
月
２
４
日
（
月
）「
ま
つ
だ
産
業
ま
つ

小
田
原
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
、
協
力
者
と
連
携
し

つ
つ
、
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
の
場
を
活
用
し
て
自
衛
官
募
集
を

展
開
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

足柄上郡２町の産業まつりでＰＲ

総会に地本長参加

北産業まつりで活躍する

まつだ産業まつりで展示された

喫食する参加者

富士学校音楽隊

８１式短距離地対空誘導弾

が
可
能
」
と
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。

神
奈
川
地
方
協
力
本
部

は
、「
今
後
も
、
防
衛
議
員

連
盟
と
の
連
携
を
深
め
、

協
力
支
援
基
盤
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
」
と
し
て
い

る
。

集
相
談
員
に
対
す
る
部
隊
研
修
を
積
極
的
に
支
援
し
、

連
携
を
深
め
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。


